
中心市街地における都市機能の強化及び活気と賑わいの再生

平成23年度　～　平成27年度（5年間） 多賀城市

・多賀城駅を中心とする市街地への集客力向上を図るため、商業活性の誘導と賑わいの再生を推進する。
・円滑な交通ネットワークの整備、歩行者空間の創出により、安全で安心、快適に利用できる公共空間を再構築する。
・多賀城駅を中心とする市街地での居住性を向上させた住環境を形成する。

・中心市街地への来街者数を15,373人から17,000人に増加。
・多賀城駅周辺の利用に関する満足度を18.3％から30.0％に増加。
・中心市街地の居住人口を1,356人から1,500人に増加。

（H23当初） （H25末） （H27末）

① 多賀城駅周辺での活気と賑わいを図る指標として、多賀城駅周辺を通行する歩行者の数を計測する。
（中心市街地の歩行者数）＝（土地区画整理事業区域を中心とする多賀城駅周辺の幹線道路ごとに、歩行者を計測する。）（人）

② 多賀城駅周辺の利便性や快適性、景観等に関して満足している市民の割合を算出する。
（多賀城駅周辺の利用者の満足度割合）＝（満足していると回答した数）／（アンケートの回答数）（％）

③ 多賀城駅周辺での居住性を図る指標として当該地区に住む人口を計測する。

事　後　評　価　（中　間　評　価）

○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

　 事後評価：平成28年度

　 多賀城市ホームページに掲載

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

1-A-1 都再区画 一般 多賀城市 直接 多賀城市 166

1-A-2 街路 一般 多賀城市 直接 多賀城市 715

1-A-3 街路 一般 多賀城市 直接 多賀城市 92

1-A-4 街路 一般 多賀城市 直接 多賀城市 11

合計 984

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

1-B-1 道路 一般 多賀城市 直接 多賀城市 史都中央通線整備事業 多賀城市 210

1-B-4 道路 一般 多賀城市 直接 多賀城市 新田中西能ヶ田線整備事業 多賀城市 2

合計 212

番号 備考

1-B-1 土地区画整理事業地区に接続する歩行者専用道路を整備することにより、連続性の確保された歩行者空間が形成される。

1-B-4

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 要素となる事業名 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27
1-C-1 都市交通 一般 多賀城市 直接 多賀城市 ＪＲ仙石線高架下駐輪場整備事業 多賀城市 162

1-C-5 道路 一般 多賀城市 直接 多賀城市 国道４５号道路改良事業 多賀城市 41
合計 203

番号 備考

1-C-1 ＪＲ仙石線連続立体交差事業、土地区画整理事業による形成されたスペースの有効活用を図るため、老朽化した駐輪場を移設し、利用者の安全性と利便性に資する。

1-C-5 土地区画整理事業にあわせ、国道の交差点を改良することによって、安全で円滑な道路交通を確保する。

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する

　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値 17,000人
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因
最終実績値 22,805人

最終目標値 30.0%
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 23.6%

最終目標値 1,500人
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 1,595人

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況

（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

道路新設　420m

土地区画整理事業とあわせて、市立図書館や子育てサポートセンターなどの施設が整備され、さまざまな年代の人々が集うことのでき
る場が出来たことにより来街者が増え、目標を上回る結果になった。

多賀城駅周辺の基盤整備事業の進捗により、市民満足度は増加し、事業効果は一定程度発現している。H27末の目標値には至らなかった
が、多賀城駅周辺土地区画整理事業等の進捗とともに、満足度も高まっていくことが期待される。

番号 事業者

高崎大代線との交差点改良　200m

自転車等駐車場整備　1,430㎡

省略
工種

指標①（中心市街地へ
の来街者数を15,373人
から17,000人に増
加。）

指標②（多賀城駅周辺
の利用に関する満足度
を18.3％から30.0％に
増加。）

・多賀城駅周辺区画整理事業の確実な進捗により、多賀城駅を中心とする市街地での居住性を向上させた住環境が形成された。
・街路事業等の事業が進み円滑な交通ネットワークの整備や歩行者空間が創出され市民評価は上昇してきているが、目標達成には至らなかった。
・多賀城駅周辺土地区画整理事業等の確実な進捗により集客力が向上し、商業活性の誘導と賑わいが再生された。

・市が実施したまちづくりアンケート調査で、「多賀城駅周辺の店舗・病院・診療所・公共施設（駅を除く）を月１回以上利用している」と回答された割合が、平成21年度調査と平成27年度実
施の調査結果で9.8％増加しており、多賀城駅周辺土地区画整理事業などにより、駅周辺の利用者数が増加し、市街地での商業活性化とにぎわいの再生が図られている。（46.7％→56.5％）
・円滑な交通ネットワークや歩行者空間などの整備により、安全・安心、快適に利用できる公共空間が再構築され、多賀城駅の平均乗車人員が増加している。（H24年：6,046人→H27年：6,708
人）
・本事業と一体的に整備された多賀城駅北地区第一種市街地再開発事業が、一般財団法人都市みらい推進機構主催の「平成28年度土地活用モデル大賞」において、審査委員長賞を受賞した。
・本事業と一体的に整備された仙石線多賀城地区連続立体交差事業が、第28回全国街路事業コンクールで、優秀賞を受賞した。

203百万円

事業内容

効果促進事業費の割合
14.5%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

事業内容・規模等

区画整理　8.2ha

全体事業費
（百万円）

事後評価（中間評価）の実施時期

公表の方法

道路改築　350m

道路改築　330m

歩行者専用道路新設　140m

指標③（中心市街地の
居住人口を1,356人か
ら1,500人に増加。）

－

一体的に実施することにより期待される効果

○多賀城市の玄関口にふさわしい魅力的な景観形成に向け、地区計画に基づく建築物の適正な誘導を図る。
○多賀城駅前と文化センターをつなぐ歩行者専用道路である史都中央通線の整備を継続する。
○市立図書館を中核とした文化交流拠点を活用し、市内外への情報発信や市民主体のイベントを行うことにより観光を振興し、交流人口の増加を目指す。

15,373人 17,000人

18.3% 30.0%

1,356人 1,500人

一体的に実施することにより期待される効果

市町村名
事業実施期間（年度）

（様式第2）　　社会資本総合整備計画（市街地整備）　事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

計画の目標

平成29年3月28日

事業内容 市町村名
全体事業費
（百万円）

土地区画整理事業内で整備する道路と接続することにより連続性の確保された交通ネットワークが構築される。

　　計画の成果目標（定量的指標）

交付対象事業

事業者
全体事業費
（百万円）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
1,399百万円 Ａ 984百万円 Ｂ 212百万円

（事業箇所）

多賀城駅周辺土地区画整理事業

多賀城駅周辺土地区画整理事業

区画整理　8.2ha

番号 事業者

高崎大代線整備事業

駅西小路線整備事業

省略
工種

要素となる事業名

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

要素となる事業名

Ｃ

事後評価（中間評価）の実施体制

（多賀城駅周辺の居住人口）＝（土地区画整理事業区域及び中心市街地活性化を行うべき区域、近接の商業地域等を含む地域の居住人口を計
測する。）


